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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　その多くが単一楽章で書かれ、予想外の遠隔調への自由な転調など聞き手に驚きをもたらす作曲技法が豊
富に盛り込まれている8世紀スペインで活躍した作曲家、アントニオ・ソレール（729-783）のソナタに








　スカルラッティのソナタに関しては、R. カークパトリック、ソレールのソナタに関しては E.S. ルビオの
校訂した楽譜に基づき、詳細に楽曲分析を行っているが、そのことは本研究の信頼度を高めることとなった。
筆者が、従来のソレールの楽曲に対し、従来の構造研究とは少し異なり、「音階や分散和音などの音型を用
いて、旋律や和音を装飾する」フィギュレーションという作曲技法を用いた分析研究を行ったことは、宮内
氏の音楽学的素質の高さを物語っていよう。
　第２章で、ソレールの単一楽章のソナタを構造的に分類し、第３章で、各々のソナタ内に見られるソナタ
のフィギュレーションを（１）〜（７）に区分し、A. 大部分がフィギュレーションで構成されているソナタ（48
曲）、B. フィギュレーションの部分とフィギュレーションがない部分があり、フィギュレーションの部分は
－3－
まとまって見られるソナタ（2曲）、C. フィギュレーションがほとんど見られないソナタ（20曲）、例外（５
曲）と分類できたことは、ソレールの作曲技法を知る大きな意味を持つ結果を導くことになった。このよう
な分類の中での多様なフィギュレーションを認識することは、従来のソレールのソナタの構造研究を超えた
新しい研究成果として高く評価されよう。
　このフィギュレーションの分析研究は、スカルラッティのフィギュレーションとの比較研究において大き
な意味を有している。ソレールは以前より、スカルラッティの弟子であるのか否か、意見が分かれていたが、
両者のフィギュレーションを比較することによってソレールのソナタの大部分がスカルラッティのソナタと
音楽的関連を色濃く残したものであることが解明され、今回、ソレールがスカルラッティの音楽を模範とし、
受け継いでいる存在であることが明らかになった点も注目に値する。
　第４章において、この両者のソナタの作曲技法の中に、スペインの鍵盤音楽の流れがより明瞭に見ること
ができたという考察が、この楽曲分析を中心とした本研究で成されたことも特筆される。
　以上、本論文は、フィギュレーションという作曲技法に基本に詳細な楽譜分析により、8世紀スペイン音
楽、特に鍵盤ソナタの特筆を、スカルラッティからソレールの楽曲の中に見出し、歴史的な位置づけを行っ
たことにより、重要な考察となった。
　なお、公開審査会において、スペイン音楽の歴史であれば6世紀あたりから考える必要もあるのではない
か、地域的に他のヨーロッパ、たとえばイタリアとの比較などがあればよかったのではないかなどの指摘も
あった。この点は今後、宮内氏がさらに研究を深化させていくべき問題ではあろう。それは将来への期待に
もつながっている。
　しかしながら、これらの問題点を勘案しても、本論文は博士論文としての条件を充分に満たしている。本
論文審査委員３名は、論文の審査ならびに206年２月3日に実施した論文発表と審査会での口頭試問の結果
により、宮内晴加氏が博士（芸術学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告する。
